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規則 
○ 埼玉県都市計画法に基づく開発行為等の手続に関する規則の一部を改正する規則（都市

計画課） 

告示 
○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 平成 22年埼玉県告示第 526号（埼玉県総合リハビリテーションセンター条例別表第１

の知事が別に定める額）の一部を改正する告示（福祉政策課） 

○ 埼玉県農業災害対策特別措置条例に規定する特別災害の告示（農業支援課） 

○ 見沼代用水土地改良区の定款変更認可（農村整備課） 

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課） 
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○ 県道和光志木線の供用の開始（朝霞県土整備事務所） 

○ 埼玉県内水面漁場管理委員会の保有する個人情報の保護等に関する規程の一部を改正

する告示（内水面漁場管理委員会） 

 

 



規

則 

埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則 

 

埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県

規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
二
項
中
「
又
は
」
を
「
（
当
該
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛

土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項

の
許
可
を
要
す
る
も
の
を
除
く
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
」
に
改
め
、
「
開
発
行
為

（
」
の
下
に
「
当
該
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
当
該
許
可
を
要
す
る
も
の
及
び
」
を
、
「
も
の

を
除
く
」
の
下
に
「
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
一
条
中
「
（
開
発
区
域
の
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
の
二
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
号
及
び
様
式
第
十
号
の
三
中
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

あ
て
先

 
宛
先

 

工
事
施
工
者

 
工
事
施
行
者

 



様式第１９号（第１６条条関係） 

（第１面） 

（第２面） 

 

 

  

第   号 

立入検査等をする職員の携帯する身分を示す証明書 

 

職  名 

氏  名 

 

生年月日   年  月  日生 

    年  月  日交付 

    年  月  日限り有効 

   埼玉県知事        □印  

 

 この証明書を携帯する者は、下表に掲げる法令の条項のうち、該当の有無の欄に

丸印のある法令の条項により立入検査等をする職権を有するものです。 

法 令 の 条 項 該当の有無 

  

  

  

  

  

  

  
 

写 

真 

（備考） １ この証明書は、用紙１枚で作成することとする。 

     ２ 法令の条項の欄に、この証明書を使用して行う立入検査等に係る法令

の条項を記載すること。 

     ３ 該当の有無の欄に、立入検査等をする職権を有する場合は「〇」を、

有しない場合は「－」を記載すること。 

     ４ 第２面については、記載する法令の条項の数に応じて行を適宜追加す

ることとし、その全部又は一部を裏面に記載することができる。 

     ５ 裏面には、参照条文を記載することができる。 

     ６ この証明書は、関係する法令の規定を踏まえ、記載内容等を調整する

ことができる。 

 



附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
埼
玉
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開

発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
身
分
証
明
書
は
、
改
正
後
の
埼
玉
県

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
手
続
に
関
す
る
規
則
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
身
分
証
明

書
と
み
な
す
。 



告

示 
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
狭
山
市
新
狭
山
一
丁
目
三
番
五
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物 

三 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物 

 

質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物 

 
 



 
別図 



 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
一
号 

平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号
（
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
条
例
別
表
第
一
の
知
事
が
別
に
定
め
る
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

表
診
療
及
び
検
査
の
項
区
分
の
欄
中
「
急
性
期
一
般
入
院
料
七
」
を
「
急
性
期
一
般
入
院
料
六
」

に
改
め
、
同
項
金
額
の
欄
中
「
二
、
二
七
〇
円
」
を
「
二
、
三
一
〇
円
」
に
、
「
二
、
〇
七
〇
円
」

を
「
二
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
身
体
検
査
（
試
験
検
査
を
除
く
。
）
の
項
金
額
の
欄
中
「
三
、

一
六
〇
円
」
を
「
三
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
予
防
接
種
の 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

      

           

を 

項
金
額
の
欄
中
「
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
六
、
六
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
中 

破
傷
風
混
合 

百
日
せ
き
・
破
傷
風

オ
混
合 

百
日
せ
き
・
破
傷
風 

一
回
に
つ
き 

四
、
八
三
〇
円 

一
回
に
つ
き 

一
〇
、
二
六
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
〇
〇
円 

」 

ア
・
破
傷
風 

混
合 

ア
・
破
傷
風 

ア
・
破
傷
風 

一
回
に
つ
き 

一
九
、
〇
四
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
〇
〇
円 

一
回
に
つ
き 

一
〇
、
三
二
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
六
〇
円 

 

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合 

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風

・
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合 

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風

混
合 

「 

「 

に
改
め
、
同
項
金
額
の
欄
中
「
九
、 

百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

・
不
活
化
ポ
リ
オ
・
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス

ｂ
型
混
合 

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合 

百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

・
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合 

百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

混
合 

一
回
に
つ
き 

一
九
、
〇
四
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
〇
〇
円 

一
回
に
つ
き 

一
〇
、
二
六
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
〇
〇
円 



        

   

   〇
六
〇
円
」
を
「
五
、
一
三
〇
円
」
に
、
「
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「
二
、
七
五
〇
円
」
に
、
「
七
、

六
六
〇
円
」
を
「
七
、
七
三
〇
円
」
に
、
「
一
五
、
〇
九
〇
円
」
を
「
一
六
、
二
七
〇
円
」
に
、

「
一
五
、
六
六
〇
円
」
を
「
一
六
、
九
四
〇
円
」
に
、
「
七
、
八
一
〇
円
」
を
「
七
、
八
八
〇
円
」

に
、
「
八
、
三
一
〇
円
」
を
「
八
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
九
五
〇
円
」
を
「
一
〇
、
九
八

〇
円
」
に
、
「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
、
三
一
〇
円
」
に
、
「
一
五
、
四
四
〇
円
」
を
「
一
五
、

五
一
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
七
六
〇
円
」
を
「
一
六
、
八
三
〇
円
」
に
、
「
二
六
、
一
二
〇
円
」

を
「
二
六
、
八
六
〇
円
」
に
、
「
七
、
七
九
〇
円
」
を
「
八
、
四
八
〇
円
」
に
、
「
一
回
に
つ
き 

 
 

 
 

六
、
一
二
〇
円
」
を
「
一
回
に
つ
き 

 
 

 

六
、
一
九
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
八
三

〇
円
」
を
「
一
三
、
八
七
〇
円
」
に
、
「
八
、
五
九
〇
円
」
を
「
八
、
六
二
〇
円
」
に
改
め
、
同 

           

二
六
〇
円
」
を
「
九
、
二
七
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
中 

一
回
に
つ
き 

九
、
〇
七
〇
円 

 」 

を 

つ
き 

九
、
一
三
〇
円 

 」 に
改
め
、
同
項
金
額
の
欄
中
「
五
、
九
二
〇
円
」
を
「
六
、
二 

八
六
〇
円
」
に
、
「
四
、
二
一
〇
円
」
を
「
四
、
八
一
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
中 

「 

を 

に
改
め
、
同
項
金
額
の
欄
中
「
五
、 

項
中 

「 

を 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス 

髄
膜
炎
菌
（
四
価
髄
膜
炎
菌
ワ
ク
チ

ン
） 

一
回
に
つ
き 

二
五
、
六
四
〇
円 

一
回
に
つ
き 

二
三
、
八
三
〇
円 

 
に
改
め
る
。 

」 

「 

「 

Ｇ
） 

一
回
に
つ
き 

九
、
〇
七
〇
円 

 」 

 

一
回
に
つ
き 

一
〇
、
七
九
〇
円 

 」 

髄
膜
炎
菌 

一
回
に
つ
き 

二
三
、
七
七
〇
円 

 

「 

「 

ア
・
破
傷
風

モ
フ
ィ
ル
ス 

合 ・
破
傷
風 

・
破
傷
風 

一
回
に
つ
き 

一
九
、
〇
四
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
〇
〇
円 

一
回
に
つ
き 

一
〇
、
二
六
〇
円 

一
回
に
つ
き 

四
、
九
〇
〇
円 

 

六
〇
円
」
に
、
「
六
、
〇
五
〇
円
」
を
「
六
、
三
九
〇
円
」
に
、
「
六
、
七
九
〇
円
」
を
「
六
、 

」 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス 

髄
膜
炎
菌
（
四
価
髄
膜
炎
菌
ワ
ク
チ

ン
） 

」 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合 

一
回
に
つ
き 

九
、
〇
七
〇
円 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合 

一
回
に
つ
き 

九
、
一
三
〇
円 

結
核
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
） 

結
核
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
） 

一
回
に
つ
き 

一 



 

告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
二
号 

 
令
和
六
年
六
月
か
ら
九
月
の
高
温
に
よ
る
災
害
を
令
和
六
年
十
二
月
十
七
日
、
埼
玉
県
農
業
災

害
対
策
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
特
別
災
害

と
し
て
指
定
し
た
。 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
二
三―

一
九―

〇
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町
蛭
川
字
樋
越
千
六
十
五
番
一
、
千
六
十
六
番
二
、
千
六
十
九
番 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

百
七
十
五
・
五
一
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

浸
透
効
果
量 

〇
・
〇
〇
九
五
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
五
号 

 
寄
居
町
か
ら
寄
居
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
下
水
道
局
下
水
道
事
業
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

川 

裕 

嗣 

 

 

 

 



 

 

和
光
志
木
線 

路 
 

線 
 

名 

朝
霞
市
岡
一
丁
目
九
七
八
番
一
地
先
か
ら 

同
市
岡
一
丁
目
九
七
六
番
二
地
先
ま
で 

 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令

和

六

年

二

月

九

日

付
け
埼
玉
県
朝
霞
県
土

整

備

事

務

所

長

告

示

第
二
号
で
告
示
し
た
道

路
予
定
区
域
の
供
用
開

始
で
あ
る
。 

延
長
五
七
・
四
五
メ
ー

ト
ル 

備 

 

考 



 

告

示 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号 

 
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
六
年
十
二
月
十
七
日 埼

玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長 

佐 

野 

元 

彦 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一 

 
 

 

部
を
改
正
す
る
告
示 

 
 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
令
和
五

年
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
中
「
第
三
十
条
の
八
」
を
「
第
三
十
条
の
六
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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